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Ⅰ 実施要領                       
 

１ 大会名 ＩＣＴを活用した教育実証事業研究大会 

 

２ 主 題 「２１世紀型スキルを培うための効果的なＩＣＴの活用」 

 

３ 目 的 西条市における教育の情報化の取組の一端を公開することで教育の情報化につ

いての理解を深めるとともに、活発な情報交換を行うことで、学校教育の発展

に寄与することを目的とする。 

 

４ 主 催 西条市、西条市教育委員会 

 

５ 後 援 文部科学省、愛媛県教育委員会、愛媛県小中学校長会 

 

６ 場 所 西条市立神戸小学校 西条市洲之内甲２００番地１ 

 

７ 日 時 平成２７年１１月２５日（水曜日）９時５０分から受付開始 

 

８ 日 程  

 

9:50 10:15  11:00  11:15  12:00  13:10 13:30 14:15 15:00 15:10   16:40  16:45 

受

付 

公開 

授業

① 

移 

動 

公開 

授業 

② 

昼 

食 

全 体 会 

開会 

行事 

授業 

講評 

施策 

説明 

休

憩 
基調講演 

閉会 

行事 

 

＜全体会プログラム＞ 
 

 開会行事  主催者挨拶  西条市         市長  青野 勝 

              西条市教育委員会    教育長 菊池 篤志 

 

 授業講評  国立大学法人東京学芸大学教育学部   教授  川﨑 誠司 氏 

 

施策説明  文部科学省生涯学習政策局情報教育課  課長  磯 寿生 氏 

 

 基調講演  国立大学法人鳴門教育大学大学院    准教授 藤村 裕一 氏 
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Ⅱ 会場案内図                     

 

 

 

※ 各教室に付された番号は、次ページの公開授業の番号と一致します。 
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Ⅲ 公開授業                      

 

１ 公開授業① 10:15～11:00 

番号 学年・組 教科等 単元名 授業者 活用する ICT等 

①-１ １年梅組 国語 じどう車くらべ 髙木 さなえ 電子黒板、書画カメラ 

①-２ 
２年梅組・

青空 
図工 

ストロー ピョコ 

パタ 
白石 智子 電子黒板、書画カメラ 

①-３ ３年梅組 道徳 
命を大切に「いただい

たいのち」 
青野 美加 電子黒板、書画カメラ 

①-４ ３年桜組 理科 明かりをつけよう 平山 綾 電子黒板、書画カメラ 

①-５ ４年梅組 算数 もとの数はいくつ 原田 臣士 電子黒板、タブレットＰＣ 

①-６ ４年桜組 体育 マット運動 堀川 雄司 
タブレットＰＣ、プロジェ

クタ 

①-７ ５年梅組 家庭 食べて元気に 松井 八重 電子黒板、タブレットＰＣ 

①-８ 

６年梅組・ 

６年青空・

太陽 

社会 
新しい日本、 

平和な日本へ 

吉岡 健二 

伊東 慶子 

谷 慎一 

電子黒板 

 

２ 公開授業② 11:15～12:00 

番号 学年・組 教科等 単元名 授業者 活用する ICT等 

②-１ １年梅組 生活 じぶんでできるよ 髙木 さなえ 書画カメラ 

②-２ ２年梅組 音楽 音のスケッチ 越智 真知子 電子黒板、書画カメラ 

②-３ ３年梅組 国語 すがたをかえる大豆 青野 美加 電子黒板、書画カメラ 

②-４ ３年桜組 算数 何倍でしょう 平山 綾 電子黒板、タブレットＰＣ 

②-５ 
４年梅組・

桜組 
総合 水の都を守る 

原田 臣士 

堀川 雄司 
電子黒板、タブレットＰＣ 

②-６ ５年梅組 社会 
わたしたちの生活と 

工業生産 
松井 八重 電子黒板、書画カメラ 

②-７ ６年梅組 学活 
薬物乱用をしない話 

夢をかなえるために 

吉岡 健二 

岩城 泉 
電子黒板 

②-８ 
６年青空・

太陽 
国語 

『鳥獣戯画』を読む 

この絵、私はこう見る 
伊東 慶子 電子黒板、タブレットＰＣ 

②-９ ２年青空 算数 
かけ算（２） 

さがしてみよう 
谷 慎一 パソコン、液晶テレビ 

※ 上記の内容は、変更がある場合がございます。 

※ 上記の「番号」は、前ページの会場案内図の番号と一致します。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業①－１ １梅教室 

１年 国語 じどう車くらべ 
西条市立神戸小学校 

髙木 さなえ 

 

本時のねらい ７/12 

はしご車の「しごと」と「つくり」を調べ、まとめる。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

電子黒板、デジタル教科書：部分や全体を拡大提示することで、興味・関心を高める。 

書画カメラ：ワークシートを提示し、発表することで共有化する。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○前時の学習を想起し、

課題をつかむ。 

  

 

 

 

 

 

 

・電子黒板（デジタル教科書） 

 →はしご車の一部を表示することで、本時の学

習に興味をもたせることができる。 

 →部分から全体を提示し、課題をつかませるこ

とができる。 

展 開 

40 

○「しごと」について考

える。（ペア→全体） 

 

○「つくり」について考

える。（ペア→全体） 

 

○「しごと」と「つくり」

をワークシートに書

く。 

 

・電子黒板（デジタル教科書） 

 →「しごと」と「つくり」に分けて書くワーク

シートを提示することで、共有化することが

できる。 

 

 

 

・書画カメラ 

 →ワークシートを提示し、説明することで共有

化することができる。 

まとめ 

45 

○「きらり」を書き、学

習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 興味・関心を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

 

 

はしご車の「しごと」と「つくり」をかこう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業①－２ ２梅教室 

２年 図工 ストロー ピョコ パタ 
西条市立神戸小学校 

白石 智子 

 

本時のねらい １/４ 

ストローを使って動く仕組みの作り方を理解して、基本となる仕組みを作り、動かしながら楽し

く遊べるものを考える。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

書画カメラ：動く仕組みの作り方や動き方を示し、理解を深める。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

 

 

 

５ 

○教科書の写真や教師の

提示物を見て、課題を

つかむ。 

 

・電子黒板、書画カメラ 

 →提示物などを大きく映し出すことで、動く仕

組みがどのように作られているか、どのよう

に動くかの理解を深めることができる。 

 

 

 

 

 

展 開 

40 

○動く仕組みの作り方を

理解する。 

 

○仕組みを作る。 

 

○作った仕組みを動かし

ながら、何を作るか考

える。（ペア） 

 

・書画カメラ 

 →ストローで作った仕組みの細部を拡大して提

示することで、作り方のポイントが分かる。 

 

 

 →児童の作ったものを書画カメラで紹介するこ

とで、アイディアを共有することができる。 

まとめ 
45 

○学習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 課題を明確につかむ力を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

ストローでうごくしくみをつくって、たのしくあそべるものを考えよう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業①－３ ３梅教室 

３年 道徳 命を大切に「いただいたいのち」 
西条市立神戸小学校 

青野 美加 

 

本時のねらい 

命の尊さを知り、全ての命あるものを大切にしようとする心情を育てる。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

プロジェクター・書画カメラ：写真や挿絵を提示することで視覚に訴え、ねらいとする価値を共

通理解できる。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○命が大切だと思ったこ

とを思い出し、発表す

る。 

 

 

・プロジェクター  

→プレゼンソフトで作成した写真を提示するこ

とにより、ねらいとする価値を共通理解でき

る。 

展 開 

40 

○「いただいたいのち」

を読んで話し合う。 

 （個人→グループ） 

 

○「命の大切さ」につい

て話し合う。 

 

 

○「命の大切さ」につい

て自分をふり返る。 

・プロジェクター 

→挿絵を拡大提示することで視覚に訴え、ねら

いとする価値について考えることができる。 

 

・プロジェクター 

→今、何をしているかといった学習活動や発問

を簡単な表現で視覚化することで見通しをも

つことができる。 

・書画カメラ 

→プリントに書いた子どもの考えを拡大提示

し、話合いを深める手立てとする。 

 

まとめ 
45 

○教師の説話を聞く。 

 

 

 

評価の観点 興味・関心を高める活動 

 

≪メモ欄≫ 

 

命の大切さについて考えよう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業①－４ ３桜教室 

３年 理科 明かりをつけよう 
西条市立神戸小学校 

平山 綾 

 

本時のねらい １／８ 

乾電池と豆電球及びソケット付き導線を使い、豆電球に明かりがつくつなぎ方を話し合いながら、

豆電球に明かりをつけることへの意欲・関心を高める。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

書画カメラ：ワークシートを拡大掲示することで、共有化する。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器・コンテンツ等 →ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

展 開 

40 

○豆電球に明りがつくつ

なぎ方を調べ、ワーク

シートに書く。 

 （グループ） 

 

○明かりのつくつなぎ方

とつかないつなぎ方を

比べ、回路について知

る。(グループ→全体) 

 

 

 

 

 

 

・書画カメラ 

→児童のワークシートを拡大掲示することで、

共有化する。 

 

まとめ 

45 

○「きらり」を書き、学

習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 思考力を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

豆電球に明かりがつくつなぎ方を調べよう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業①－５ ４梅教室 

４年 算数 もとの数はいくつ 
西条市立神戸小学校 

原田 臣士 

 

本時のねらい ２／２ 

数量の関係を図に表し、計算の意味を考えて「順にもどす」思考法を用い、既習の計算技能を生

かして問題解決する。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

協働学習支援システム：ペアで話し合った考え方を全体で共有するために、児童用タブレットＰ

Ｃと電子黒板を連携させ、それぞれの考えを比較する。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○前時の学習を想起し、課

題をつかむ。 

 ・分かっていることと求

めることを確認する。 

 

 

 

・電子黒板（デジタル教科書） 

 →場面絵を提示することで、学習の見通しを

もつことができる。 

展 開 

40 

○問題を図に表し、「順に

もどして」考える仕方で

説明する。 

（ペア→全体） 

○別の問題についても考

える。 

（ペア→全体） 

 

・電子黒板（協働学習支援システム） 

→拡大して全員に見せながら説明すること

で、共有化することができる。 

 

まとめ 

45 

○ノートに「きらり」を書

き、学習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 思考力を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

 

図にかいて、「順にもどす」と何算になるかを考えながら計算しよう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業①－６ 体育館 

４年 体育 マット運動 
西条市立神戸小学校 

堀川 雄司  谷 慎一 

 

本時のねらい ６／７ 

仲間と協力して技のできばえを高めたり、連続技のスムーズなつなぎを考えたりすることができ

る。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

タブレットＰＣ：一つ一つの技や組み合わせ技を撮影し合い、技のポイントができているか確認

したり、グループ内で学び合ったりすることができる。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器・コンテンツ等 →ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

10 

○準備運動（えがお体操） 

 

○本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

展 開 

40 

○前転、後転、開脚後転、

側方倒立回転の練習をす

る。 

 

 

 

 

○２つの技を組み合わせて

練習する。 

・タブレットＰＣ 

 →グループ内で撮影し合い、自分のイメージと

の違いに気付いたり、グループ内で学び合っ

たりすることができる。 

 

・タブレットＰＣ 

 →技のつなぎの部分を中心に撮影し、スムーズ

なつなぎができるようにグループ内で学び

合うことができる。 

 

まとめ 

45 

○ 整理運動 

○ 学習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 技能を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

発表会に向け、連続技のスムーズなつなぎができるよう練習しよう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業①－７ ５梅教室 

５年 家庭科 食べて元気に 
西条市立神戸小学校 

松井 八重 

 

本時のねらい ２／12 

毎日の食事に関心をもち、食品に含まれる栄養素の主な働きを理解する。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

タブレットＰＣ：瞬時に提示して比較検討することで、それぞれの食品の栄養的な特徴に気付く

ことができる。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○本時の課題をつかむ。 

 

 

 

・電子黒板（写真） 

→給食時の様子や給食の献立の写真から学習課

題をつかむことができる。 

 

 

 

展 開 

40 

○食品に含まれる栄養素

の主な働きについて知

る。 

 

○食品をグループに分け

る。 

 （グループ） 

 

○５大栄養素についての

理解を深める。 

 

 

 

 

・電子黒板、タブレットＰＣ（協働学習支援シス

テム） 

→給食の献立をグループ分けし、瞬時に提示し

て比較検討することができる。 

 

・タブレットＰＣ 

→グループごとに自分たちのペースで問題に取

り組むことができる。 

まとめ 

45 

○学習を振り返る。 

 

 

 

 

評価の観点 知識・理解を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

食品にふくまれる栄養素を考えて、グループに分けよう。 



11 

 

授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業①－８ ６梅教室 

６年 社会 新しい日本、平和な日本へ 
西条市立神戸小学校 

吉岡 健二  伊東 慶子 

 

本時のねらい １/５ 

日本国憲法の制定について調べ、戦後我が国が民主的な国家として出発したことが分かる。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

電子黒板、デジタル教科書：教材を提示して資料の共有化を図り、課題を明確につかむことができる。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

10 

○前単元までの学習を振り返

り、本時の学習の仕方につ

いて知る。 

・電子黒板（デジタル教科書） 

→当時の人々の思いや様子を振り返ること

で資料の共有化を図り、課題の確認ができ

る。 

 

 

 

展 開 
 

30 

 

 

 

 

 

40 

○戦後、自分たちならどのよ

うな新憲法を作るか考え

る。（個人→グループ） 

 

○各グループから出された憲

法案について検討する。 

 （全体） 

 

○戦後、民主的で平和主義的

な憲法が制定されたことに

ついて調べ、戦後我が国が

民主的な国家として出発し

たことが分かる。（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・電子黒板（プレゼン資料） 

→新しい憲法の話から憲法の考え方や柱に

ついて知り、旧憲法と比較検討することが

できる。 

まとめ 
45 

○本時の学習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 課題を明確につかむ力を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

戦後、日本国憲法の制定によってどのような国を目指したのだろうか。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業②－１ １梅教室 

１年 生活科 じぶんでできるよ 
西条市立神戸小学校 

髙木 さなえ 

 

本時のねらい ６/12 

家の人にしてもらっていることの中から、自分でできそうなことを選び、挑戦する計画を立てる。  

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

書画カメラ：ワークシートや写真などを拡大提示することで、共有化する。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○前時の学習を想起し、

課題をつかむ。 

 

 

 

 

・書画カメラ 

 →前時までに取り組んだワークシートを提示

し、 課題をつかませることができる。 

展 開 

40 

○体験や計画について話

合う。（ペア→全体） 

 

○「じぶんでできそうな

こと」について考える。

（ペア→グループ） 

 

○「えがおだいさくせん」

の計画をチャレンジカ

ードに書く。 

 

・書画カメラ 

 →写真などを提示し、自分にできることを考え

る際の参考にすることができる。 

 

 

 

 

・書画カメラ 

 →チャレンジカードを提示し、説明することで

共有化することができる。 

まとめ 

45 

○「きらり」を書き、学

習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 課題を明確につかむ力を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

 

じぶんでできそうなことを きめよう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業②－２ 音楽室 

２年 音楽 音のスケッチ 
西条市立神戸小学校 

越智 真知子 

 

本時のねらい ２/３ 

リズムとかけ声を合わせて、友達と楽しく演奏する。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

デジタル教科書：子どもたちから出たリズムやかけ声を例として書き込み、共有化できる。書き

込み方や、組み合わせ方を提示することで合わせる方法が分かり、発展性をも

たせることができる。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

  

10 

○グループでリズムを打

ったり、かけ声をかけ

たりしながら、課題を

つかむ。 

 

 

 

・電子黒板（デジタル教科書）、書画カメラ 

 →全員でリズム練習をしながら課題をつかむこ

とができる。     

展 開 

35 

○ワークシートに書き込

んだリズムやかけ声を

組み合わせる。 

 

 

○グループで太鼓のリズ

ムとかけ声の組み合わ

せを決めて打つ。 

・電子黒板（デジタル教科書）、書画カメラ   

→リズムやかけ声を書き示すことで、組み合わ

せの方法や練習の仕方の共有化ができる。ま

た、組み合わせの面白さを感じ取ることで意

欲的な創作活動ができる。 

 →お互いの演奏パターンを見ながら練習するこ

とで、組み合わせを変えたり工夫したりしや

すくなる。 

まとめ 

45 

○学習を振り返る。 

 （発表） 

・電子黒板・書画カメラ 

 →演奏パターンを提示することで、聴こえる音

楽を視覚的にとらえることができる。 

 

評価の観点 表現力を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

友だちとリズムやかけ声を合わせながらえんそうしてみよう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業②－３ ３梅教室 

３年 国語 すがたをかえる大豆 
西条市立神戸小学校 

青野 美加 

 

本時のねらい 

「中」の各段落に書かれている「食べる工夫」と「食品」を整理し、説明の仕方の工夫に気付く。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

デジタル教科書：本文を拡大提示し、キーワードを見つけやすくする。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

・電子黒板（画像「豆腐ができるまで」） 

→「中」の部分に書いてあることを具体的にイ

メージしやすくする。 

 

 

  

展 開 

40 

○各段落の内容を表に整

理する。 

 

○段落ごとの「食べる工

夫」「食品」を確かめる。 

 

 

○説明のしかたの工夫を

ワークシートにまとめ

る。 

・電子黒板（デジタル教科書） 

→「おいしく食べる工夫」と「出てきた食品」

を書き出す手立てとする。 

・電子黒板（デジタル教科書） 

→段落ごとの「工夫」と「食品」を確かめるた

めに、本文を拡大提示し、キーワードを見つ

けやすくする。 

 

・書画カメラ 

→ワークシートを見せ合い、共有する。 

まとめ 
45 

○学習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 知識・理解力を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

「食べる工夫」と「食品」の説明のしかたの工夫をまとめよう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業②－４ ３桜教室 

３年 算数 何倍でしょう 
西条市立神戸小学校 

平山 綾 

 

本時のねらい １／２ 

ａ倍のｂ倍を求める問題を、２通りの考え方で解決しようとする。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

電子黒板（デジタル教科書）：問題の挿絵を見ることで、場面をイメージしやすくなる。 

タブレットＰＣ：必要なときにヒントを見て、話合いに生かすことができる。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器・コンテンツ等 →ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○問題を読み、課題をつ

かむ。 

  

 

 

 

・電子黒板（デジタル教科書） 

→問題の挿絵を見ることで、場面をイメージし

やすくなる。 

展 開 

40 

○□のａ倍のｂ倍を求め

る問題を、２通りの方

法で考え、説明し合う。 

（グループ→全体） 

○別の問題についても考

える。 

（グループ） 

 

・タブレットＰＣ 

→グループごとに必要なときにヒントを見て、

話合いに生かすことができる。 

・電子黒板（デジタル教科書） 

 →動画を使って、考え方を確認できる。 

まとめ 

45 

○「きらり」を書き、学

習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 課題を明確につかむ力を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

２通りの考え方で、問題をとこう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業②－５ ４梅・４桜教室 

４年 
総合的な学習の時

間 
水の都を守る 

西条市立神戸小学校 

原田 臣士  堀川 雄司 

 

本時のねらい 13／15 

他のチームの発表と比べたり、助言を生かしたりしながら、自分たちの発表が、相手に伝わる発

表になっているかどうか考え、提案を見直すことができる。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

タブレットＰＣ：撮影、再生することで、その時の様子を見て確認することができる。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○本時の活動を確かめる。 

  

・電子黒板 

 →活動の流れを提示することで、見通しを

もつことができる。 

 

 

 

展 開 

40 

○ペアチームと発表の様子

を見せ合う。 

 ・ペアチームは発表の様子

を撮影し、参考にしたい

点や改善点などをアド

バイスする。 

 

○自分たちのチームの発表

について、改善したらよい

ところを話し合う。 

 ・撮影された動画から 

 ・書いてもらったアドバイ

スから 

 

・タブレットＰＣ 

 →動画を撮影し、その時の様子を繰り返し

見て確認することができる。 

まとめ 
45 

○学習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 表現力を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

発表を見せ合って、自分たちの提案を見直そう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業②－６ ５梅教室 

５年 社会 わたしたちの生活と工業生産 
西条市立神戸小学校 

松井 八重 

 

本時のねらい 17／21 

我が国の工業生産の現状と課題について調べたことを、資料を活用しながら発表することができ

る。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

デジタル教科書、書画カメラ：写真やグラフ、地図などの資料を提示することによって、資料か

ら得られる情報を共有しやすくする。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○前時までの学習を想起

し、課題をつかむ。 

  

 

・電子黒板、書画カメラ 

→前時の発表の様子や活用した資料を提示する

ことで、課題を確認できる。 

 

 

 

展 開 

40 

○グループごとに、写真

やグラフ、地図などの

資料を提示しながら発

表する。 

 

○発表を聞いて、質問や

思ったことを発表し合

う。 

 

・電子黒板、書画カメラ 

→資料を提示しながら、資料から読み取れるこ

とや、自分の考えを発表することで共有化で

きる。 

まとめ 
45 

○学習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 思考力を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

我が国の工業生産にどんな課題があるかを考えよう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業②－７ ６梅教室 

６年 学級活動 薬物乱用をしない話 －夢をかなえるために－ 
西条市立神戸小学校 

吉岡 健二 岩城 泉 

 

本時のねらい １/１ 

薬物の乱用が心身の健康に深刻な影響を及ぼすことを知り、自分の健康や行動に責任をもつこと

の大切さを理解し、自分の夢の実現のために、これから、どのような生活習慣を身に付けていく

かを考える。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

電子黒板：教材を提示して資料の共有化を図り、知識や理解を高めることができる。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○既習事項を確認し、薬物には

どのようなものがあるかを

話し合い、課題をつかむ。 

 

・電子黒板（プレゼン資料） 

→薬物の種類を示すことで、学習の見通し

をもつことができる。 

 

展 開 

 

30 

 

 

40 

○医薬品の種類や子どもが使

ってはいけない薬物を知る。 

 

○タバコには有害物質が多く

含まれていること、主流煙と

副流煙があることを知り、感

想を交換する。 

（個人→グループ→全体） 

 

○誘われたときの断り方を考

える。 

 （グループ・ロールプレイ） 

 

 

 

 

・電子黒板（動画） 

→血管収縮の動画などから、具体的な体の

変化、たばこの煙の害について知ること

ができる。 

 

まとめ 
45 

○学習を振り返る。 

 

 

 

評価の観点 知識や理解を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

体に害のある薬物について知り、ただしい生活習慣について考えよう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（水） 公開授業②－８ 青空教室 

６年 国語 『鳥獣戯画』を読む この絵、私はこう見る 
西条市立神戸小学校 

伊東 慶子 

 

本時のねらい １/６ 

絵画に関心をもち、学習の見通しをもつ。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

電子黒板・iPad：拡大提示機能を活用して、学習への関心・意欲を高めるとともに、絵のよさを

見つけやすいように支援する。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

５ 

○一枚の絵を提示し、題

名を考える。 

・電子黒板（デジタル教科書） 

→絵を提示し、気付いたことを交流させたり、

題名を考えさせたりすることで、学習への関心

を高めることができる。 

 

 

 

展 開 

40 

○「鳥獣戯画」の絵のよ

さに○をつけながら、

感想を交流する。 

 

 

 

 

〇教材文を読み、自分の

読み取りと比べる。 

 

 

〇学習計画を知る。 

・電子黒板 

 →絵を拡大提示し、絵のよさに○をつけること

で、 

  感想を共有化することができる。 

・iPad 

 →絵を取り込み、拡大機能を使って、絵のよさ

を見つけることができる。 

 

・電子黒板（デジタル教科書） 

 →朗読機能を使って、音読の模範を示すことが

できる。その間、教材文の読み取りを支援す

ることができる。 

まとめ 

45 

○学習を振り返る。 

 

 

 

 

評価の観点 興味・関心を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

「鳥獣戯画」の絵のよさを見つけよう。 
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授業デザイン 

平成２７年１１月２５日（木） 公開授業②－９ 太陽教室 

２年 算数 かけ算（２） さがしてみよう 
西条市立神戸小学校 

谷 慎一 

 

本時のねらい 15／15 

身の回りにあるかけ算の場面を探して、日常の生活と算数を結びつけることができる。 

主に活用する ICT機器・教材・コンテンツ等とそのねらい 

デジタル教科書：拡大提示を活用し、視覚的にとらえ、かけ算への導きをしやすいようにする。 

デジタルコンテンツ：自作のプレゼン資料を活用し、問題を提示しながら関心・意欲を高める。 

ｅライブラリや学習探検ナビを活用し、かけ算の復習や定着を図る。 

 

学習の流れ 分 主な学習活動と内容 ICT機器（コンテンツ等）→ポイント、活用効果 

本

時

の

展

開 

導 入 

10 

○既習の学習内容（かけ

算）の復習をする。 

 

○本時の課題をつかむ。 

・パソコン、液晶テレビ（学習探検ナビ） 

→ランダムに提示される式を見て解答すること

で前時の復習ができる。 

・パソコン、液晶テレビ（デジタル教科書） 

→本時の学習内容（さがしてみよう）の画面を

見て、課題をつかむことができる。 

 

 

 

展 開 

40 

○生活の場面から、かけ

算に結びつけて式をつ

くる。 

 

○発展的な問題に取り組

む。 

 

 

・パソコン、液晶テレビ（プレゼン資料） 

→画面上にペン書きすることで、理解を深める

ことができる。 

・パソコン、液晶テレビ（ｅライブラリ） 

→様々な問題に取り組むことで、かけ算の基

礎・応用力を伸ばすことができる。正答を確

認し、間違っている部分を修正しながら問題

に取り組むことができる。 

まとめ 45 ○学習を振り返る。  

 

評価の観点 興味・関心を高める活用 

 

≪メモ欄≫ 

 

 

 

 

 

 

みのまわりのものを見て、かけざんであらわそう。 
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Ⅳ モデル校の紹介                   

 

西条市立神戸小学校 

所 在 地 〒793-0053 

愛媛県西条市洲之内甲 200番地 

学 校 長 藤原 正三（平成 27年度～） 

児 童 数 208名（H27.11.1現在） 

学 級 数 10学級（うち特別支援 2学級） 

教職員数 15名 

電話番号 0897-56-2744 

学校ＨＰ http://saijo-kambe-e.esnet.ed.jp/ 

 

 

■モデル校における実証期間 

 第１期 平成２５年度～２６年度 電子黒板・校務支援システム・ＩＣＴ支援員等 

 第２期 平成２７年度～２８年度 タブレットＰＣほか 

 

■モデル校における取組内容 

１ 電子黒板           

 

 

 

 

 

普通教室に電子黒板・書画カメラ・デジタ

ル教科書等を設置 

２ 校務支援システム       

 

 

 

 

 

児童名簿を基に、成績処理・出欠席・指導

要録・通知表などを電子化 

３ タブレットＰＣ        

 

 

 

 

 

 

授業時に児童が使用できるタブレット 

ＰＣ４０台を整備  

４ ＩＣＴ支援員          

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴの利活用を支援するＩＣＴ支援員

を配置（１日８時間、月２～４回） 
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（抜粋）神戸小学校 学校経営方針「グランドデザイン」 
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（抜粋）神戸小学校 学校経営方針「ＩＣＴ推進構想図」 
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（抜粋）神戸小学校 学校経営方針「情報教育計画」 

 

神戸小学校情報教育計画 

１ 目 標 

児童一人一人が ICT 機器に触れ、慣れ、親しみ、適切に活用することによって、情報モ

ラルを身に付け、情報及び情報手段を主体的に選択し、活用する能力を育成する。 

 

２ 基本方針 

（１）自己教育力、問題解決能力、表現力、コミュニケーション能力などを育てるために、

ICT機器を利活用した効果的な学習指導を実践する。 

（２）適切な情報や情報手段を選択し、活用する基礎的な能力を養うとともに、情報モラル

を身に付けさせる。 

（３）すべての教職員が、ICT 機器を利活用したわかりやすい授業の実現のための研修の充

実を図る。 

 

３ 実践内容 

（１）ICT機器を利活用した効果的な学習指導の実践 

  ア ICT機器を利活用する目的と意義を明確にし、特性を活かした学習指導を行う。 

  イ 各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間等の年間指導計画との関連を図った

指導計画を立てる。 

（２）適切な情報活用能力と情報モラルの育成 

ア 課題や目的に応じて ICT機器を適切に利活用し、必要な情報を主体的に収集・判断・

表現する能力の育成に努める。 

  イ 社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し、

情報モラルの必要性や情報に対する責任について考える力をはぐくむ授業を推進する。 

  ウ 情報化のマイナスの部分に留意し、人間性を重視する観点に立った指導を行い、情

報に対する正しい判断力と情報モラルを育成するよう努める。 

（３）教職員の研修の充実 

  ア 教職員の適切な情報や情報手段の選択能力を高めるための研修を実践する。 

  イ 教職員の情報モラルの向上を目的とした研修を実践する。 

  ウ 各種ソフトウェアや電子黒板、タブレット等の ICT 機器を利活用した学習指導方法

についての研修をし、授業の情報化を図る。 

  エ 教師が校務で ICT 機器を積極的に利活用し、その利便性を体得し、情報交換等を通

して校務の情報化を図る。 

  オ ICT支援員と連携し、ICT機器を活用した授業構成を検討し、学習内容の基礎基本の

定着や発展的な学習を行いながら、わかりやすい授業に努める。 
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（抜粋）神戸小学校「タブレットの使い方」         （教室等に掲示） 

 

神戸小学校 タブレットの使い方 
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Ⅴ 西条市における取組                 

 

西条市における教育の情報化は、平成２２年度「情報教育と校務の情報化に関する懇談会」

を皮切に、同年度に市内の教職員と教育委員会事務局らで構成する「西条市立小・中学校情

報化推進委員会（会長：十河 格 西条市立神戸小学校 前校長）」を設立し、現在までこれ

を中心的な組織として多くの取組・研究を行なってきました。 

これらの取組は全て、これまでの学校文化の良さを継承しつつこれを見直すこと、いわば

「教育の革新」を図るもので、子どもたちの学ぶ意欲と確かな学力の向上、コミュニケーシ

ョン能力の育成、学びあい、人間的なふれあいを確保するためのツールとして幅広くＩＣＴ

の活用を推進してきました。 

平成２５年度からは日本経団連との「未来都市モデルプロジェクト」の教育分野（※）の

取組により、西条市立神戸小学校をモデル校とした教育の情報化及び校務の情報化の取組が

開始されるなど、市内全域で教育の情報化が進みつつありました。 

■未来都市モデルプロジェクト（モデル校：西条市立神戸小学校） 

 
 

※「未来都市モデルプロジェクト」の取組は、 

農業分野（西条農業革新都市）と合わせ、 

教育分野の取組も実施され、平成２５年 

６月に、日本経団連（住友化学㈱）から、 

電子黒板類５セットが寄贈されました。 
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Ⅵ 小中学校ＩＣＴ教育推進事業             

 

モデル校の神戸小学校をはじめとし、市内におけるモデル的な取組が一定の成果を挙げた

ことから、市内全ての小・中学校にモデル校と同様のＩＣＴ環境（電子黒板類、校務支援シ

ステム類、ＩＣＴ支援員等）の整備・配置を行うことを決定し、これを「小中学校ＩＣＴ教

育推進事業」として、平成２７年度から平成２８年度までの概ね２年間をかけ、ＩＣＴにか

かる整備を開始したところです。 

 

 

１ 事業の概要                                

 

● 市内全ての小・中学校の普通教室等に大型の電子黒板等を設置し、より分かりやすく 

質の高い授業を行います。 

● 校務支援システムを導入し、校務の効率化を図ることで、子どもたちと向き合う時間 

の確保に努めます。 

● ＩＣＴ支援員を巡回配置し、先生らの利活用を総合的にサポートします。 

 

 

デジタルとアナログ、それぞれの良さを使い分けながら、より充実したわかりやすい授業や質の

高い教育を行ないます。 

より豊かで充実した教育環境を構築しながら、西条市の将来を担う子どもたちの「生きる力」を

育んでまいります。 
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２ 整備の内容                               

■ハードウエア類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の小学校２５校の普通教室、理科室、音楽室、特別支援教室に、電子黒板・書画カメラ等を

整備します。（中学校の電子黒板の整備は、平成２８年度を予定） 

■ソフトウェア類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子黒板に付随するデジタル教科書、学習者用ソフトウェアを整備するとともに、校務支援シス

テム、教育クラウドを構築します。（中学校へのデジタル教科書の整備は、平成２８年度を予定） 
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３ 校務の情報化について                          

 

 

グループウェアの活用よる校務情報化と校務軽減について 

『学校用グループウェア ミライム』 

 

 

西条市では、平成２３年度より学校用グループウェアの「ミライム」を導入しています。 

先生方を中心とする「西条市立小・中学校情報化推進委員会」での検討会にて、ミライムが市

場のグループウェアの中で、見た目や使いやすさが最も優れていると判断し決定しました。 

導入当初より積極的に活用を行い、現在は会議にかかる時間の大幅な短縮やペーパーレスでの

会議が実現しています。学校現場からは「大変便利になった」「無くてはならないものになった」

という報告が数多く挙がっており、活用が浸透していることがわかります。 

 

（１）機能と主な利用例 

 

〇トップ画面（一画面）から、行事（年休・出張情報）、連絡事項を確認しています。 

 

※他に、外部メール機能などもあります。 

 

 

 

 

校内/教育委員会

からの全体連絡 

行事/出張/年休の管理 

学校日誌の印刷 

〇スケジュール 

 

個人/グループ間、 

教育委員会との連絡 

〇メッセージ 

 

施設/設備の予約管理 

代教管理など 

〇施設設備予約 

〇掲示板 

 

WEB ｻｲﾄ、様式集、

職員室ﾌｫﾙﾀﾞ、保

護者メール等 

〇他システム起動 
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（２）各機能の活用実例 

 

ア スケジュール機能 

  行事・年休・出張の管理や、学校日誌の印刷に利用しています。全校が各校独自の行事予定

（Excel、一太郎等）を一括で取り込んでいます。職員室の行事黒板への転記や配布の運用を廃

止している学校もあります。さらに、年休・出張者などの必要な情報が反映された学校日誌を

ミライムから西条市のフォーマットで出力して印刷しているため、学校日誌にかかる時間は手

書きの頃より大幅に軽減されています。 

また、教育委員会では各校が取り込んだ行事予定を全校一覧で確認できるので、行事予定表

（紙面）を各校から毎月集める運用は廃止しています。スケジュール機能の利用により各校と

教育委員会で、行事管理の負担が軽減され、共有化が促進されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップ画面から朝は必ず行事等の情報を 

確認しています。 

○大型テレビ表示 ○今日の予定・明日の予定 

年休 

出張 

行事予定 

職員室の大画面テレビからも 

行事を確認できるようにしています。 

○１か月の予定 

スケジュール項目名を各校独自の名前に設定し『時間割』や『提出物の締め切り』の 

確認などに利用しています。 

学校日誌へ出力 

時間割や提出物の締め切り 

にも利用しています。 
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メーカーが西条市の要望を取り入れ、行事予定の全校一覧表示と校長による承認機能を開発

してくれたので、月行事予定表を紙面で回収する運用を廃止できました。 

 

 

 

イ 掲示板機能 

  口頭による連絡をやめ、掲示板機能を利用することで、朝の会議が平均５分以上短縮できて

います。３０秒程度で朝の会議を終えている学校もあります。その結果ゆとりをもって朝学習

や１時間目に臨めるようになっています。 

また、紙を印刷して配布する必要が少なくなったことで、紙の利用やトナー代が大幅に節約

できています。これら費用面の効果だけでなく、いつでも情報を発信・確認できたり、未読者

がひと目でわかるといった安心感も、掲示板機能が活用されている理由です。 

 

○掲示板記事の実例 

 

 

 

 

教育委員会からのお知らせにも利用し、 

 

 

 

 

校長承認の確認画面 

全校の行事予定の確認 

年末調整の案内 

黒板に書いていたようなことも。 

○他校の予定 

学校間での行事確認や日程調整に活用できるよう、 

他校の行事や教育委員会の予定も確認できるようにしています。 学校名をクリック 

○全校の予定 

研修に参加した教職員からの報告 
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ウ メッセージ（イントラメール） 

  メッセージ機能は、個人やグループ（校長会・事務職員部・各種委員会等）での連絡に利用

しています。電話や FAX、電子メールより格段に効率的であるため、西条市では役割に関係な

くほとんどの教職員が日頃から活用しており、非常に高い利用率となっています。受信通知を

携帯電話で受け取ったり、未読者を確認したり、自動的に指定時間に相手に届くといった細か

な仕組みもフル活用しています。 

教育委員会から担当者への連絡も、運用ルールに従って有効にメッセージを活用しています。 

 

○グループ送付リスト選択画面 

 

グループ内の教職員を一度で宛先に指定できる仕組みも、全教職員が 

利用できるようにしています。 

 

 

 

○メッセージの実例 

 

 

 

 

エ アンケート 

  教育委員会からの調査・統計の他、校内・グループ間などのあらゆるアンケートに利用して

います。教育委員会では、ミライムの機能の中で一番好評な機能と言われているほど有効に活

用しています。 

校内では、行事の反省や学校評価、諸手当の調査、催し物の出席確認などに利用し、グルー

プ間では、委員会の出席確認や研究授業後のアンケート、会議や研修の日程を決定するための

アンケートに利用しています。 

教育委員会からの調査・統計が効率的におこなえるようになっただけでなく、学校側も回答

が簡単なので、教育委員会と学校の双方の負担が非常に軽減されています。全校の回答が揃う

のがいつも早いので先生方には感謝しています。 

 

 

 

 

各校の担当教員への連絡 グループ内での情報共有 
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○校内アンケートの実例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教育委員会から学校への調査の実例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日決定のためのアンケート 管理職へのアンケート 

諸手当の調査 

AED調査 始業式・終業式の報告 

←研修中の理解度テスト 

研修会後のアンケート→ 

台風の被害調査 

参加希望者の調査 
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オ 他システムの起動について 

  ミライムのオリジナルメニューから様式集や保護者への連絡メール、職員室の共有フォルダ

などが、全教職員の画面からいつでもすぐに開く仕組みにしており、ミライムを校務のポータ

ル（入口）として利用しています。 

  

○オリジナルメニューの画面  

 

 

 

 

 

 

（３）ALTの利用について 

西条市では、ALTもミライムを活用しています。

これは  ALTの方々の、学校に参加したいという

強い想いからでした。現在では、ALT同士の連絡だ

けでなく、掲示板を確認したり施設を予約したり

して校内の教職員として利用しています。ミライ

ムを積極的に活用し、学校に参加してくれている

ALTの方々、ALT向け研修の実施や英語版のテキス

トを作成してくれたメーカーに感謝しています。 

 

 

 

（４）最後に 

西条市では、前述のように学校現場の全教職員と教育委員会が一丸となってグループウェア

の活用を積極的に行っており、学校現場に行くと当たり前のようにミライムを利用している光

景を見ても、導入してよかったと実感しています。これからも、教育委員会として、校務の負

担を軽減できる部分については小さなことであっても積極的に簡略化したり廃止していけるよ

う、常にグループウェアの運用を改善していきます。 

 

〇ミライムに関するお問い合わせ  

株式会社ミライム TEL:089-968-6840 MAIL:info@milim.jp HP：http://www.milim.jp/  

 

『トップ画面』 

西条市共通様式集のダウンロード画面 

mailto:info@milim.jp
http://www.milim.jp/
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西条市では、校務支援システムを平成２７年度に導入し、平成２８年度当初から市内全ての小・

中学校で一斉に運用を開始することとしています。 

既に市内の小・中学校の数校でモデル的に運用を開始しており、教職員の負担軽減及び子ども

たちとふれあう時間の確保を目指した実証研究を行っており、校務作業や帳票類の簡素化・全国

標準化により、様々な校務に改革が起きているところです。 

校務支援システムの導入により、効果が見込まれる点について、以下のとおり報告します。 

 

（１）システム化を実施する業務 

  今回選定された校務支援システムでは、必要な機能を業務区分ごとに選んで導入することが

できます。西条市では、以下の業務をシステム化することと定めました。 

 

 名簿作成 

 出席簿作成・出欠状況 

 成績処理 

 通知表作成 

 指導要録作成 

 調査書作成 

 保健室業務 

 

（２）導入の目的 

  校務支援システムの導入によって、研究校などの実例などをもとに、具体的な効果が上がっ

た点、見込まれる点について以下の４点が挙げられます。 

 

ア 学習・生徒指導情報の一元管理 

校務支援システムを導入することにより、情報が一か所に集約され一元管理されるようにな

りました。それにより、個々に管理する手間が削減されるだけでなく、児童・生徒の様子など

も担任個人に限らず、学校全体で教職員が迅速に確認することができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

校務支援システムの活用による校務フローの統一化・標準化について 

『校務支援システム スズキ校務シリーズ』 

〈基本名簿〉児童・生徒の基幹情報を一元管理 

〈詳細名簿〉付帯情報も学校ごとに項目を編集し一元管理 
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イ 一元管理したデータを学校経営に活用する 

  システム上に登録すべき情報等が標準化されることにより、児童・生徒それぞれの出欠状

況の把握や、学習状況の把握を行うことが容易になり、迅速かつきめ細やかな教育ができる

ようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 成績処理や通知表・保健管理の標準化 

市内統一した校務支援システムを導入することで、成績処理に関する業務が標準化されま

す。それにより、保護者への説明や進路関係の書類にも信頼性が高まり、かつ迅速に対応す

ることができるようになりました。また、保健室業務を統一することにより、養護教諭の事

務負担を減らすだけでなく、児童・生徒に関する様々な情報を一貫してシステム上で管理す

ることができ、スムーズな引継ぎができるようになりました。 

 

エ 校務フローの統一化 

統一したシステムを導入することで、校務フローを統一化し、教員の異動があった場合で

も円滑に校務に取り掛かれるようになりました。また今回の校務支援システムの導入を契機

とし、様々な校務フローを大幅に見直すべく西条市情報化推進委員会を中心に検討を重ねて

います。このことにより、今まで曖昧だった部分や各個人で行っていた業務などを見直し、

児童生徒情報の意見交換や指導に関する検討に当てることができます。 

以下、各業務の校務支援システム導入によって具体的にどのように変わるかという内容を

まとめました。 

 

 名簿作成  

従来、教員が個々に表計算ソフトなどで名簿を作成していました。作成や転出入があった場

合などの更新作業に約 10 分～15 分程度要していたところが、校務支援システムの導入により

各教員が行うことは、必要な名簿様式を選んで印刷

するだけになりました。名簿の様式は学校ごとにオ

リジナルのものを編集することができ、１度作成し

た様式は校内共通で使えるため、個々に作成する必

要はありません。転出入情報も、基幹となる名簿に

て登録を行えばすべての名簿に反映されるため、名

簿を個々に更新する必要がありません。 

 

 

出欠黒板により、出席簿に入力

した内容がリアルタイムで確認
できます。 

〈名簿印刷〉印刷したい名簿を選ぶだけ 
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 出席簿作成・出欠状況確認  

西条市では、校務支援システムの導入にあわせて、小中学校の出席簿を統一しました。日単

位の出席簿を採用し、記載すべき情報を必要最低限

に絞り、作業効率の向上を図りました。校務支援シ

ステムの導入により、従来出欠状況の集計や伝達に

時間がかかっていた出欠状況確認業務が、登録しだ

い即時自動集計されるようになり大幅な時間短縮が

実現できました。更に、連続欠席・累計欠席をして

いる児童生徒を絞り込み確認することも容易になり、 

各個人の傾向も容易に把握できるようになりました。 

 

 成績処理  

従来、成績処理については、教員が個々に様々な方法で算出・出力を行っていましたが、校

務支援システムの導入により当該業務が標準化され、作業効率と信頼性を向上させることがで

きました。また、校務支援システム

では 評価対象となるテスト結果や

日々の成果物（小テストや授業態度

など）を点数や段階評価で記録し蓄

積することができ、それらを自動集

計して評価・評定を算出できます。 

 

 通知表・指導要録・調査書  

通知表は、作成方法を統一しながらも各校に合わせた通知票を作成できることにこだわりまし

た。通知票は各学校長の権限で変更できる事、その時代に合わせたものを作成しなければならな

い事、現状維持ではなくより良いものを模索し続ける事が必要と考えており、それが条件でもあ

りました。今回のシステムでは学校ごとに通知表のレイアウトを独自に編集することができます。 

 

 保健室業務  

養護教諭は各校１人で保健室の管理や学校全体の欠席の

管理等を行う必要があり、保健管理システムは必須でした。 

保健管理システムについては、西条市の養護部会を中心

とし、その統一的かつ理想的な運用に向けて活発に検討会

を重ねているところです。モデル校においても、従来は学

校ごと、養護教諭ごとに様々な環境・方法で記録されてい

た児童・生徒の保健情報を、一貫してシステム上で管理する

ことができ、スムーズな引継ぎができるようになりました。 

 

〇スズキ校務に関するお問い合わせ  

スズキ教育ソフト株式会社 TEL:053-444-0080 HP：http://www.suzukisoft.co.jp/ 

テスト結果や日々の成果物 

授業の活動などの評価を蓄積 

＜日常的に記録＞ 

算定基準に基づき自動集計 

＜必要な時期に評価算出＞ 

〈出欠状況〉登録された情報は自動集計 

 

〈来室記録〉統一された登録フォーマット 

 

http://www.suzukisoft.co.jp/
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４ ＩＣＴ支援員について                          

 

電子黒板類や校務支援システムなどのＩＣＴを有効に利活用するためには、先生のＩＣＴの活

用指導力を向上させることが極めて重要であり、そのためには、先生にとってのＩＣＴ活用の敷

居を低くすることが必要だと考えています。先生方の準備の負担を軽減し、困ったときにすぐに

相談でき、安心して指導にあたることのできる環境づくりをすることが極めて重要です。 

これらの理由から、西条市ではＩＣＴ支援員を市内の小・中学校に巡回配置することとしまし

た。（中学校は平成２８年度を予定） 

 現在、市内在住者より雇用した８名のＩＣＴ支援員（派遣委託先として採択された㈱ベネッセ

コーポレーションが雇用）が、１校あたり月２回～４回程度、１回あたり８時間、それぞれ担当

校を定め、各校を巡回しながら支援を行っているところです。 
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〇ＩＣＴサポート業務に関するお問い合わせ 

株式会社ベネッセコーポレーション TEL:0120-8888-44 HP：http://www.teacher.ne.jp/ict/

http://www.teacher.ne.jp/ict/
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５ 今後の取組について                           

 

西条市では、さらなる教育の情報化を推し進めるため、平成２７年度からモデル校の神戸

小学校において、学びあい学習時等におけるタブレットパソコンの有効な利活用を見出すた

めの検証を行っています。 

検証期間は平成２７年度～２８年度とし、学びあい学習時などでタブレットパソコンを積

極的に利活用しながらその成果を見出すものですが、国が定めた第２期教育振興基本計画（平

成２５年６月１４日）では、１校あたり４０台程度のタブレットパソコンの整備が目標値と

して掲げられており、全国的にもその成果が広く認められているところです。 

西条市においても、子どもたちの学力の向上を目指し、モデル校での実証をより深めるこ

とで効果的なタブレットパソコンの利活用方法を見出していきたいと考えています。 

当然、手書きの良さ、じっくりと辞書をひくことも今までと変わらずに大切なことです。

デジタルとアナログ、それぞれの良さをしっかりと使い分けながら、西条市の将来を担う子

どもたちの「学力の向上」ひいては「子どもたちの生きる力」を育んでまいりたいと考えて

います。 

 

■第２期教育振興基本計画で示された整備目標 

 

※ ＩＣＴ支援員の巡回配置については、西条市の整備方針。 
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Ⅶ 新たな取組                     

人口減少社会におけるＩＣＴの活用による教育の質の維持向上に係る実証事業 

― 平成２７年度文部科学省委託事業 － 

西条市では、平成２７年度文部科学省委託事業「人口減少社会におけるＩＣＴの活用によ

る教育の質の維持向上に係る実証事業」の実証地域の一つとして採択を受けました。 

この事業は、学校間の教室を電子黒板等で繋ぎ、大画面のテレビ会議システム等を利用し

て一つの授業を行い、これにより生まれる効果・価値を見出しながら、子どもたちの学びの

充実を図り、小規模校における教育の質の維持・向上を図るといった趣旨の事業です。 

昨年度「まち・ひと・しごと創生法」が制定されたことにより、西条市においても今年度

「地方版総合戦略」を策定する予定としているところ、戦略の主旨である「人口減少問題へ

の対応」に資する施策の一つとして位置づけています。 

 

記 

 

１ 事 業 名 平成２７年度文部科学省委託事業「人口減少社会におけるＩＣＴの活用によ

る教育の質の維持向上に係る実証事業」 

 

２ 対 象 校 西条市立田滝小学校・徳田小学校・田野小学校 

       （連携校として、同じ中学校区域の丹原小学校・丹原東中学校） 

 

３ 実施年度 平成２７年度から平成２９年度（３年間の予定） 

 

４ 目  的 小規模校および人口過小地域が抱えている課題をＩＣＴによって解消する。

複式学級を有する小規模校間をＩＣＴで結ぶことで、子どもたちの学びの充

実を図り、教育の質の維持・向上を図る。 

 

５ 内  容 今年度から市内の小・中学校の普通教室等に設置される電子黒板類を利活用

し、各校の教室を仮現実（バーチャル）に繋ぎ、大画面のスクリーンにより

お互いの教室の様子を見ながら授業を行う。これにより、子どもたちや先生

は、あたかも教室が一つになり、クラスメイトが増えたかのように錯覚を起

こさせる。これにより生まれる効果・価値を見出すことに挑戦したい。 

 

６ 検討組織 対象校の教職員らを中心とした実証検討委員会を組織。鳴門教育大学大学院

准教授の藤村裕一先生、東京学芸大学教育学部教授の川﨑誠司先生らにも当

該委員として参加いただき、アドバイスを受けながら事業を進めている。 
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■実証イメージ図 
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